
５Ｓ委員会委員長 杉
山

企
業
に
個
人
情
報
の
保
護
が
厳
し
く
求
め
ら

れ
て
い
る
昨
今
、
オ
ー
テ
ィ
ー
エ
ス
は
こ
の

問

題

に
つ
い
て
も

現

場

レ
ベ
ル
か
ら

徹

底
し
た
活

動

を
続

け
て
い
ま
す

。

今

回

の
オ

ー

プ

ン
ト

ー

ク

ス
で

は

オ
ー
テ
ィ
ー
エ
ス
の
現
場
で
の
個
人
情
報

保
護
事
情
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。

企
業
の
個
人
情
報
保
護
活
動
と
い
え
ば
「プ
ラ
イ

バ
シ
ー
マ
ー
ク
（以
下
『Ｐ
マ
ー
ク
』）」を
思
い
浮
か

べ
る
か
と
思
い
ま
す
。

が
企
業
活
動
の
生
命
線
！

お
客
様
よ
り
Ｅ
Ｃ
物
流
を
受
託
し
て
い
る
オ
ー
テ
ィ
ー

エ
ス
の
個
人
情
報
保
護
活
動
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

お
客
様
か
ら
お
預
か
り
し
て
い

る
個
人
情
報
は
年
間
数
十
万
件

と
い
う
膨
大
な
数
。
強
固
な
個
人

情
報
保
護
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

Ｐ
マ
ー
ク
制
度
と
は
経
済

産
業
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
適
合
し
た
「個
人
情

報
」の
取
り
扱
い
が
適
切

に
で
き
て
い
る
こ
と
を
第

三
者
の
立
場
で
評
価
し

て
認
定
す
る
制
度
で
す
。

オ
ー
テ
ィ
ー
エ
ス
が
Ｐ
マ
ー

ク
を
取
得
し
た
の
は
２
０

０
７
年
。
二
年
に
一
度
の

厳
し
い
審
査
を
４
度
通

過
し
て
い
ま
す
。
（次
回

更
新
は
２
０
１
７
年
）

個
人
情
報
の
流
出
は
情
報
元
の
個
人
だ
け
で
な

く
、
企
業
に
も
非
常
に
大
き
な
損
失
を
与
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
証
券
顧
客
情
報
売
却
事
件
で
は

対
象
者
５
万
人
に
対
し
て
１
０
０
０
０
円
を
賠
償
。

記
憶
に
新
し
い
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
個
人

情
報
漏
え
い
事
件
で
は
２
８
９
５
万
人
に
５
０
０

円
の
賠
償
と
巨
額
の
賠
償
金
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

経
済
的
な
損
失
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
企
業
と
し

て
さ
ら
に
重
大
な
の
は
長
期
に
わ
た
り
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
の
信
用
を
失
う
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。

特
に
Ｅ
Ｃ
事
業
者
様
に
と
っ
て
は
個
人
情
報
こ
そ
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◆
月
に
一
度
の
自
主
監
査

毎
月
ひ
と
つ
の
セ
ン
タ
ー
を
回
り
、
Ｐ
マ
ー
ク
委
員
に
よ

る
抜
打
ち
監
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

９
項
目
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
基
づ
き
厳
し
い
目
線
で

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
、
不
備
が
あ
れ
ば
セ
ン
タ
ー
に
指
摘

事
項
と
し
て
改
善
を
求
め
ま
す
。

▲７月に実施した自主監査
風景。（新砂センター）

▲廃棄の資材の個人情報も
見逃しません！！

自主監査 チェックリスト

◆
掲
示
物
の
個
人
情
報
も
す
べ
て
目
隠
し

パ
デ
ィ
さ
ん
（パ
ー
ト
社
員
の
こ
と
）の
出
勤
簿
や
掃
除

分
担
表
な
ど
社
員
の
個
人
情
報
で
あ
っ
て
も
目
隠
し

を
徹
底
。
オ
ー
テ
ィ
ー
エ
ス
は
従
業
員
の
80
％
が
パ
デ
ィ

さ
ん
。
ど
ん
な
個
人
情
報
で
も
重
要
に
扱
う
意
識
を

パ
デ
ィ
さ
ん
か
ら
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
個
人
情
報

流
出
を
未
然
に
防
ぐ
上
で
必
須
に
な
り
ま
す
。

◆
廃
棄
送
り
状
へ
の
目
隠
し
の
徹
底

廃
棄
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
貼
付
さ
れ
た
送
り
状
の
個
人
名
、

ア
ド
レ
ス
も
す
べ
て
漏
ら
さ
ず
目
隠
し
ス
タ
ン
プ
さ
れ

て
か
ら
の
廃
棄
が
徹
底
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
ロ
ッ
カ
ー
、
引
出
し
の
施
錠
、
デ
ス
ク
の
管
理

す
べ
て
の
ロ
ッ
カ
ー
や
引
き
出
し
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
施

錠
管
理
が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
業
務
中
で
も
デ
ス
ク

上
に
は
個
人
情
報
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
！ ▲個人情報の書かれた掲

示物には、写真のような表
紙が付けられ、目隠しされ
ている。
写真は新砂センターのパ
ディさん出勤簿

パ
デ
ィ
さ
ん
の
ロ
ッ
カ
ー
す
べ
て
に

「施
錠
」の
啓
蒙
Ｐ
Ｏ
Ｐ
が
貼
ら
れ
、

普
段
か
ら
ロ
ッ
カ
ー
や
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
施
錠
管
理
の
意
識
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
抜
打
ち
で
の
施
錠
チ
ェ
ッ
ク
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｐ
マ
ー
ク
委
員
の
打
合
せ
の
様
子
。

各
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
マ
ー
ク
委
員
で
会

議
を
し
た
の
ち
、
各
セ
ン
タ
ー
の
代
表

が
集
ま
り
、
会
社
全
体
で
の
対
策
や

方
向
性
を
協
議
し
ま
す
。

自
主
監
査
も
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実

施
さ
れ
ま
す
。
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座右の銘

人
は
城

人
は
石
垣

人
は
堀

情
け
は
味
方

仇
は
敵
な
り
名将 武田信玄の言葉と伝えられています。

どんなに強固な城や石垣があっても、人心が離れ

てしまっては世の中を治めていくことはできない。

大切なのは『人』そのものであり、他人を思いやるこ

とで結果的に国は強くなり、逆に仇なせば国は弱体

化し滅んでしまうという意味が込められています。

武田家の家臣団の多くは、いわゆる主従の関係で

はなく、土着の有力な国衆との同盟や連合といった

比較的対等な関係で成り立っていました。

そのため国主の信玄といえどもトップダウンで物事

を決めるのは難しく、家臣団の利害や気持ちを十分

に尊重しないと国政がままならなかった苦労が偲ば

れる言葉です。

国でも会社でも組織を動かしていくのは最終的には

『人』そのもの。

時代は変わっても人の世で大切にしていかなけれ

ばいけないのはお互いの心。

そんな思いをこの言葉から感じることができました。

オ
ー
テ
ィ
ー
エ
ス
の
個
人
情
報
保
護
の
要
は
【Ｐ
マ
ー
ク

委
員
会
】で
す
。

各
セ
ン
タ
ー
４
～
６
名
の
社
員
で
構
成
さ
れ
、
個
人
情

報
保
護
の
強
化
を
目
的
に
日
々
様
々
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の
具
体
的
な
活
動
の
い
く
つ
か

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ＯＴＳ代表取締役
田中 優一郎

武田家十九代当主
武田 信玄

座右の銘、それは人が生きていく為の指針

人生が人の数だけあるように、座右の銘も人それぞれ

今回はＯＴＳ代表取締役田中の座右の銘をご紹介

その言葉に込められた思いに迫ります。


